
ペ
ガ
サ
ス
で
は
昨
年
ま
で
秋
に
年
一
回
の

「
医
療
体
験
デ
イ
」
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
患
者
さ
ま
を
は
じ
め
ご

家
族
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
、
医
療
お
よ
び

ペ
ガ
サ
ス
を
、
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
「
医
療
体
験
デ
イ
」

を
今
年
4
月
よ
り
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
！
「
毎
日
が
医
療
体
験
デ
イ
」
と
銘
打

ち
、
年
間
を
通
じ
て
ご
希
望
の
方
は
「
い

つ
で
も
」
お
迎
え
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、

皆
さ
ま
に
日
々
刻
々
と
変
化
す
る
医
療
、

そ
し
て
ペ
ガ
サ
ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
一
年
に
一
度
で
は
と
て
も
足
り

な
い
と
い
う
思
い
。
二
つ
目
は
、
将
来
、

医
療
職
を
目
指
し
て
い
る
皆
さ
ま
、
あ
る

い
は
医
療
職
に
興
味
の
あ
る
皆
さ
ま
に
、

少
し
で
も
多
く
医
療
の
現
場
を
自
分
の
目

で
見
て
、
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
思
い
。
こ
の
二
つ
の
思
い
が
、「
毎
日

が
医
療
体
験
デ
イ
」
を
は
じ
め
る
こ
と
、

い
わ
ば
「
い
ま
」
と
「
将
来
」
を
見
つ
め

て
、
皆
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

「
毎
日
が
医
療
体
験
デ
イ
」
の
基
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
１
時
間
程
度
の
馬
場
記
念
病
院
内
の

見
学
と
、
あ
わ
せ
て
看
護
部
を
は
じ
め
と
す

る
各
部
門
で
の
１
時
間
程
度
の
体
験
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご
希
望
に
沿
っ
た
見

学
・
体
験
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。
医
療
現

場
の
生
の
姿
を
、
ま
た
各
医
療
専
門
職
の
業

務
を
見
て
、
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
、
医
療

お
よ
び
ペ
ガ
サ
ス
の
「
い
ま
」
を
少
し
で
も

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
、
そ
し
て
い
つ
で
も
、
ペ
ガ
サ

ス
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
職
員
一
同
、
心
か

ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

馬
場
記
念
病
院
　
人
事
課
　
担
当
／
川
泉

0
7
2-

2
6
5-

9
0
8
9
（
直
）

馬
場
記
念
病
院
で
は
、
脳
神
経
外
科
の

外
来
診
療
を
、
こ
の
５
月
よ
り
３
診
か

ら
４
診
に
増
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

当
院
と
協
力
関
係
に
あ
る
大
学
医
局
か

ら
、
医
師
の
派
遣
数
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。
結
果
、
現
在
で
は
脳
神
経

外
科
医
師
は
8
名
と
な
り
、
頭
部
外
傷

や
神
経
系
の
腫
瘍
、
脳
血
管
閉
塞
性
疾

患
、
そ
し
て
、
出
血
性
疾
患
、
感
染
性

疾
患
か
ら
、脊
椎
・
脊
髄
の
疾
患
な
ど
、

中
枢
神
経
の
あ
ら
ゆ
る
疾
患
を
扱
う
診

療
科
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に

多
く
の
患
者
さ
ま
に
、
対
応
で
き
る
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
脳
神
経
外
科
は
、

緊
急
性
が
高
く
生
命
に
関
わ
る
疾
患
が

多
く
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
い
つ
も
合

併
症
や
後
遺
症
の
発
生
と
隣
り
合
わ

せ
、
と
も
い
え
る
診
療
科
で
す
。
そ
の

た
め
、
当
院
脳
神
経
外
科
で
は
、
こ
う

し
た
リ
ス
ク
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か

を
め
ざ
し
、
最
新
の
情
報
を
常
に
取
り

入
れ
、
日
々
進
化
す
る
設
備
・
テ
ク
ニ

ッ
ク
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

当
院
の
脳
神
経
外
科
で
は
、
外
来

診
療
と
と
も
に
入
院
治
療
に
お
い

て
も
、
そ
の
充
実
に
全
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
入
院
治
療
の
患
者
さ

ま
は
、
救
急
搬
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
く
を
占
め
ま
す
が
、
先
述
の

8
名
の
医
師
、
救
急
部
ス
タ
ッ
フ

は
も
ち
ろ
ん
、
看
護
師
・
放
射
線

技
師
・
検
査
技
師
な
ど
医
療
ス
タ

ッ
フ
を
中
心
に
、
24
時
間
対
応
が

可
能
。
緊
急
検
査
、
緊
急
手
術
、

集
中
管
理
（
S
C
U
／
脳
卒
中
集

中
治
療
室
）、
そ
し
て
、
超
急
性
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
綿

密
な
連
携
に
よ
り
迅
速
で
安
全
、

確
実
な
治
療
を
ご
提
供
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、「
脳
外
の
馬
場
記
念
」

と
い
う
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

期
待
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
さ
ら

な
る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

馬
場
記
念
病
院

理
事
長
院
長

馬
場
　
武
彦

  

マ
イ
ニ
チ

「体験」 
「見学」。 

医療法人ペガサス 馬場記念病院は、地域の医療従事者育成に力を
注いでいます。その一環として、病院を毎日オープンにし、生徒さん、学
生さんへ「体験」「見学」の受入を実施しています。普段なかなか目に
することのできない医療最前線の現場を体験してください。 

憧れを現実に。進路決定の参考に。 
そして夢を現実に。 

いつでもお待ち 
しています。 

毎日が 
医療体験デイ！ 
では、さまざまな 
医療職種を体験して 
いただけます。 

看護師 

薬剤師 

 臨床工学技師 

医療ソーシャルワーカー 

診療放射線技師 

臨床検査技師 理学療法士 作業療法士 言語聴覚士 

栄養士 

毎日が 
医療体験 
デイ！ 

平成20年8月1日現在医療法人ペガサス　外来診療のご案内

馬
場
記
念
病
院

馬
場
病
院

ペ
ガ
サ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

午前診
9：00～
受付
8：30～12：00

午後診
14：00～
受付
13：00～15：00

　　　　　は
予約が必要です。
必ず予約のうえ
ご来院ください。

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午後診
15：00～18：00
受付14：30～18：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

夜診
18：00～19：00
受付17：30～19：00

内科
循環器科

外科
消化器科

脳神経
外科

（脳）神経
内科

整形外科

形成外科

内科

（脳）神経内科

整形外科

泌尿器科

内科

外科

内科／外科 
＜内科外来にて＞

1診

2診

3診

1診

2診

１診 

２診  

外・消１診 

外・消２診 

外・消３診 

脳外科１診 

脳外科２診 

脳外科４診 

脳外科３診 

（脳）神経内科１診 

（脳）神経内科２診 

整形外科１診 

整形外科２診 

整形外科３診 

診療時間 診療科 月 火 水 木 金 土

藤本基秋

前田一史

平山道彦
（循環器）

坂本常守
（循環器）

周藤弥生
（糖尿病）

若山公作
（呼吸器）

寺岡　均 新田敦範

原　順一 渋谷雅常

宇野淳二 伊飼美明

河内屋友宏

藤本基秋

馬場武彦

高橋光雄 北口正孝

中谷芳美 千本裕子

本田良宣 山本　研

吉田　映

中林孝之 久保俊彰

担当医 本田良宣
＜整形外科＞

中林孝之
＜内科＞

久保俊彰
＜内科＞

永田安徳 永田安徳

宇治義正 戸田千綾
　

   担当医　

永田安徳 宇治義正

担当医 矢野　基

篠塚宗徹 山北真也

松本成史
花井 禎（予約検査）
梅川 徹（診察のみ）

濱田千雅
（糖尿病）

山本喜英 山本喜英

北口正孝

難波雅司
（循環器）

周藤弥生
　　（糖尿病）

児玉豊城
（呼吸器）

坂本常守
（循環器）

玉森　豊 寺岡　均 新田敦範 山添定明
第1・3週

真下勝行 玉森　豊

原　順一

堀田　潔 大平雅一
第2・4・5週

魏　秀復 宇野淳二 魏　秀復

伊野波 諭 伊飼美明

甲斐康稔

峯田春之 北口正孝 平賀定一

桑原　基 楠　進／原　秀憲
第1・3週/第2・4・5週

長谷川隆典

交替制

楊　裕健 吉田　映 楊　裕健 交替制
交替制

中林孝之中林孝之 久保俊彰 中林孝之

久保俊彰＜外科＞
担当医＜外科＞

山本喜英
＜外科＞

久保俊彰
＜内科＞

中林孝之
＜内科＞

久保俊彰
＜内科＞

永田安徳 永田安徳 永田安徳

宇治義正 宇治義正 宇治義正
　 　

宇治義正 宇治義正 担当医

担当医 担当医 永田安徳

岡本隆司第１・３週
田中秀典第２・４・5週

永田安徳 第1・3・5週
矢野　基 第2・4週

北口正孝
＜（脳）神経内科＞

中林孝之
＜内科外来にて＞

篠塚宗徹 山本　研

北口正孝

北田拓也
（肝臓病）

岡本充弘

瓦林孝彦
（心臓）

堀川重樹

玉垣芳則
（在宅酸素）

岡垣健太郎
（関節の外来）

岡垣健太郎
（関節の外来）

南部泰孝
（睡眠時無呼吸外来）

山北真也

三木慎也

山本喜英 山本喜英／矢野　基
交替制

交替制

　
伊野波 諭 長岡慎太郎

前田一史

田口晴之／島田健永
第1・3・5週／第2・4週
（ともに循環器）

甲斐康稔

岡垣健太郎

 

宇治正人
（呼吸器）
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t-

P
A
（
組
織
性
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ー

ゲ
ン
活
性
化
因
子
）
と
は
、
2
0

0
5
年
10
月
に
日
本
で
承
認
さ
れ

た
脳
梗
塞
の
治
療
薬
で
す
。
国
内

の
臨
床
試
験
（
治
験
）
で
は
、
脳

梗
塞
発
症
後
の
３
時
間
以
内
に
t-

P
A
を
投
与
し
た
場
合
、
３
カ
月

後
に
、
ほ
と
ん
ど
後
遺
症
な
く
社

会
復
帰
で
き
た
割
合
が
37
%
。
こ

れ
は
従
来
に
比
べ
お
よ
そ
1.5
倍
の

数
字
で
す
。

当
院
脳
神
経
外
科
で
は
、
こ
の
t-

P
A
に
よ
る
治
療
を
、
2
0
0
6

年
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

脳
梗
塞
は
、
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て

脳
の
動
脈
が
狭
く
な
っ
た
り
、
ま

た
、
血
の
固
ま
り
で
あ
る
血
栓
な

ど
が
、
脳
の
動
脈
で
詰
ま
る
こ
と

で
起
こ
さ
れ
る
疾
患
で
す
。
病
状

は
急
激
に
悪
化
す
る
た
め
、
血
流

を
い
か
に
早
く
再
開
さ
せ
る
か
が
、

治
療
で
は
大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
。

t-

P
A
は
、
血
流
を
止
め
て
い
る

血
栓
な
ど
を
溶
か
す
薬
。
最
初
に

定
め
ら
れ
た
量
の
10
％
を
静
脈
内

に
投
与
し
、
残
り
を
1
時
間
か
け

て
点
滴
に
よ
り
投
与
し
ま
す
。

実
は
、
t-

P
A
は
血
栓
を
溶
か
す

作
用
が
非
常
に
強
く
、
脳
出
血
と

い
う
副
作
用
の
リ
ス
ク
が
５
％
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
使
用
に
際
し

て
は
、
厳
し
い
条
件
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
投
与
は
脳
梗
塞
発

症
後
3
時
間
以
内
（
超
急
性
期
）。

頭
蓋
内
出
血
の
既
往
歴
が
無
い
。

ま
た
、
3
カ
月
以
内
に
脳
梗
塞
を

患
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
広
範

な
脳
梗
塞
の
C
T
早
期
所
見
が
な

い
な
ど
で
す
。

使
用
条
件
に
加
え
、
施
設
基
準
も

あ
り
ま
す
。
C
T
・
M
R
I
検
査

が
24
時
間
対
応
可
能
。
急
性
期
脳

卒
中
に
対
す
る
充
分
な
知
識
・
経

験
を
有
す
る
医
師
が
い
る
。
S
C

U
か
そ
れ
に
準
ず
る
病
棟
が
あ
る
。

実
施
担
当
者
は
、
日
本
脳
卒
中
学

会
承
認
の
t-

P
A
薬
使
用
講
習
会

受
講
の
証
明
を
取
得
し
て
い
る
…
。

当
院
脳
神
経
外
科
は
、
こ
の
す
べ

て
を
満
た
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
医
師
を
は
じ
め
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
チ
ー
ム
を
編
成
。
早
期

所
見
、
高
度
画
像
診
断
、
投
与
、

そ
し
て
そ
の
後
の
全
身
管
理
ま
で
、

超
急
性
期
治
療
を
迅
速
で
安
全
、

確
実
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
t-

P
A
は
、

投
与
に
は
慎
重
な
判
断
を
必
要
と

し
ま
す
。
こ
う
し
た
内
容
を
、
当

院
脳
神
経
外
科
で
は
、
患
者
さ
ま
、

ご
家
族
の
方
々
に
き
ち
ん
と
ご
説

明
を
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
ち
ら
か

ら
も
患
者
さ
ま
の
情
報
を
し
っ
か

り
と
確
認
し
ま
す
。
一
刻
を
争
う

厳
し
い
状
況
下
で
の
話
し
合
い
で

す
が
、
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

今、看護の領域では、ある特定分野を専門にした「認定

看護師」という資格者が増えつつあります。看護師の実

務経験が５年以上あり、600時間にわたる規定の研修を受

け、さらに認定審査に合格して初めて得られる日本看護

協会認定資格です。ペガサスでは、この４月から馬場記

念病院の看護師長・山崎知美が、皮膚・排泄ケアの認定

看護師をめざし挑戦中。「看護の質を上げ、患者さまにと

ってもっと良いペガサスになるために」という山崎に、

皆さまもどうぞご期待ください。

4
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
、
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス

の
入
職
式
・
新
入
職
員
研
修
を
開
催
し
ま
し

た
。
第
一
日
目
は
、
理
事
長
の

馬
場
武
彦
が
辞
令
を
交
付
す
る

と
と
も
に
、
法
人
の
運
営
方
針

を
説
明
。
新
入
職
者
に
自
覚
を

促
し
ま
し
た
。

二
日
目
か
ら
三
日
目
に
か
け
て

は
、
西
堺
警
察
署
生
活
安
全
課

防
犯
係
長
・
梶
本
警
部
補
の
、

患
者
さ
ま
の
安
全
を
守
る
た
め

に
生
活
事
犯
へ
の
対
処
の
講
義

と
、
同
署
柔
道
師
範
・
大
石
先
生

か
ら
護
身
術
の
指
導
。
ま
た
、

法
人
本
部
企
画
運
営
局
長
の

田
中
恭
子
に
よ
る
、
昨
今
の
医
療
情
勢
と

ペ
ガ
サ
ス
の
規
則
に
つ
い
て
の
説
明
。
さ
ら

に
、
馬
場
記
念
病
院
救
急
部
長
の
宇
野
淳
二

が
講
師
を
務
め
た
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
、
副

院
長
の
西
尾
俊
嗣
に
よ
る
医
療
事

故
防
止
な
ど
な
ど
。
盛
り
沢
山
の

講
義
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に

は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。
新

入
職
者
が
異
な
る
職
種
の
仲
間

と
、「
医
療
人
と
し
て
の
1
年
後
」

に
つ
い
て
議
論
し
、
最
後
に
、
こ

れ
か
ら
皆
さ
ま
に
ど
の
よ
う
に
役

立
っ
て
い
く
か
の
決
意
を
発
表
し

ま
し
た
。

医
療
人
と
し
て
、
一
歩
を
踏
み
出

し
た
ば
か
り
の
新
入
職
員
た
ち
。

患
者
さ
ま
、
そ
し
て
ご
家
族
の
皆

さ
ま
に
は
、
ど
う
ぞ
厳
し
く
温
か
い
目
で
お
見

守
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成18年度死亡総数
に見る脳梗塞の割合 

6.9％ 

脳梗塞の死亡率 

61％ 
厚生労働省人口動態調査から 

からの

お知らせ

が咲き誇った4月上旬、馬場病院では、入院

患者さまを対象に病院近くの公園で毎年恒例

のお花見を実施しました。当日は春の陽気も暖かく、

患者さまの笑顔は一層、華やか。今後も当院では、

季節を感じていただける行事を通して、患者さまの

笑顔を増やしていきたいと思います。

乳がんの早期発見には、マンモグラフィー（乳房X線撮影）が
有効です。乳房を挟む形で撮影するため、「痛いのでは？」と

いう印象をお持ちの方が多くいますが、当院では撮影方法を
含め、検査の前に放射線技師が丁寧にご説明。不安や疑問な

く検査を受けていただけます。お仕事をされている方のため

に、毎週金曜日は夕方も実施しています。
（臨床放射線部）

人の名前のど忘れや、あとで「しまった!」と思い出す物忘れ、これら
は「年のせい」です。しかし、あとになってもまったく思い出せない

物忘れや、日常生活の動作が難しくなるようなことがあれば、それは

認知症かもしれません。「あれ？」と思ったら、まずは検査を受けま
しょう。認知症ドックでは脳の画像検査（SPECTやMRI）、記憶や

判断力を調べる認知機能テスト、院長(脳神経外科医)の診察により、
診断を行います。たとえ認知症であっても、早期に適切な治療を受け

ることで、症状が改善したり、進行を遅らせることができます。

(健診室)

ジェネリック医薬品は有効性分の特許が切れた新薬と同じ主成分を
含んだ医薬品です。薬価が安いため患者様の経済的な負担が少なく

て済みます。ジェネリック医薬品について、薬剤師が詳しくご説明

いたします。
日時：8月26日　午後2時～3時　　場所：馬場記念病院　1階ロビー

（地域医療支援室）

脳梗塞治療は、最初の３時間が重要。次の「主な初期症状」

を参考に、ご自分の、また、ご家族の様子が少しでも該当

するときは、すぐ病院に行かれることをお勧めします。

○めまい、耳鳴り、立ちくらみがする

○ふらつき、歩けない

○半身の動きが急に悪くなる

○片方の目が見えにくい、視野が狭くなる

○意識がなくなる

○ひどい頭痛がする

○ろれつが回らない

○突然、話すことができず、相手の話も理解できない

馬
場
記
念
病
院

副
院
長
脳
神
経
外
科
部
長
　
魏
秀
復


